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（論文内容の要旨） 
 
 造形的意識に乏しいと思われる彫刻の彩色が間々あるなかで、日本の仏像美術が興隆した鎌倉初期に
造像されたといわれる、高野山金剛峯寺不動堂八大童子像のうち後補２体を除いた６体の諸尊像は、と
りわけ木彫と彩色の技術が絶妙に釣り合って融合しており、彫刻の特性が最大限に生かされている。運
慶作といわれるこの八大童子像は不動明王の眷属であるため、ほとんどの童子像がやや忿怒相を表わす
が、本研究対象である矜羯羅童子像は穏やかな表情で手を合わせて静かに立っており、独特の雰囲気を
持っている。背中にまわる天衣などの表現だけでなく、艶のある肌や繊細に描かれた眉など、細部にわ
たって緻密に写実的に表現されており、今にも動き出しそうなほど生き生きとしている。これほどの高
い水準で像を完成させるためには、木彫の段階でどの程度の表面仕上げが施されるかを明確に想定する
必要があることから、彫刻にとって彩色は、最終的な造形の一工程であると筆者は考える。 
 研究対象像は、極めて保存状態もよく、美術史上でも最も重要な作品の一つであると思われるが、実
際の造像方法や彩色方法については明らかにされていない部分が多い。また、造形面において木彫の素
地に彩色を施すことによって、彫刻にどんな影響を与えるかという問題は造形物を制作するうえで必ず
直面する主要なテーマである。そして、運慶作品の魅力とは何か、という問題を考えるひとつの方法と
して、本研究ではあえて彩色という仕上げの観点に注目し、そこから運慶作品について考察を進めてい
く。 
 運慶作品の彩色については、従来、快慶作品にくらべ、截金の使用が少ないことなどが指摘されてき
たが、これに焦点を当てた専門的な研究はない。八大童子像の肉身の彩色には独特の艶があり、その仕
上げが、運慶の彫刻に一段と生彩を与えているように思われることから、こうした彩色仕上げの側面か
ら、運慶作品をあらためてながめてみることにより、新しい研究ができるのではないかと考える。 
 そこで本研究では、高野山金剛峯寺不動堂矜羯羅童子立像の模刻制作を２体行い、１体を素地仕上げ、
もう１体を彩色仕上げまで復元模刻を行い、両者を比較することにより、彩色がいかなる影響を彫刻に
及ぼすのかという点について検証することを目的とし、造形的また視覚的にもその影響が非常に大きい
ことを考察する。 
 まず本稿の序論では筆者が本研究に及んだ経緯と、研究の目的や意義について述べる。 
 第１章では、研究の前段階として八大童子立像の造像背景や像容の先行研究をまとめる。八大童子像
が運慶の作である可能性が大変高いことを踏まえ、その上で運慶の彫刻を彩色や表面の仕上げという表
    
 
層から考察することで、矜羯羅童子像の魅力がどこにあるのかを探る。 
 第２章では、実際の調査記録と所見及び疑問点をまとめ、新たに発見したことを詳述する。第３章で
は調査を行った結果をふまえ、とくに肉身部の彩色に特徴がみられることから、実際に制作を行うにあ
たって彩色層とその下地層のサンプル制作を行う。ａ．彩色層の厚みによる検証、ｂ．色味による検証、
ｃ．質感による検証の三つの観点から考察を行い、その結果八大童子像に一番近いと思われるものを選
択し、実際の想定復元制作を行う。 
 第４章では、木彫から彩色までの制作工程を記述する。割首、玉眼の嵌入、矧ぎ目の処理の様子を記
し、さらに木彫工程以降の布張りや漆下地及び彩色等の表面仕上げ工程が、どのように造形へ影響を及
ぼしているかについて、実際の調査や制作からの観点をもとに比較、考察する。 
 まとめには、前述した肉身部の特徴ある彩色が、仏像の尊格と深く関わっていることに触れる。快慶
と運慶が尊格によって金泥と漆箔の選択を変えていたという考え方は、この彩色像にもつながるのでは
ないだろうか。運慶は天部である本像に如来や菩薩とは違う手法で彩色を施すことにより、いままでに
はないリアリズムを与えた。この模刻制作をとおして、当時の制作者の意図をさぐっていった結果、本
像は木彫の段階から彩色などの表面仕上げを考慮して制作されたと考えられる。木彫に彩色を施すこと
によって彫刻がより写実的に表現されたり、また反対に漆箔などにより超越的で厳かな印象を与えたり
することが理解できた。 
 彩色と彫刻は切っても切り離せない関係であり、彫刻をどれだけ生かせるかは、彩色の方法に頼る部
分が非常に大きいと考える。その技法の問題については、なお関連する仏像の調査をすすめ、今後の研
究課題としたい。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 審査申請者である黒栁奈未子氏の研究は、運慶作の金剛峯寺不動堂八大童子像のうち矜羯羅童子像の
想定復元制作を通して、運慶彫刻の特質を考察しようとしたものである。 
 その着想と方法論は、まことにユニークである。申請者は、まず八大童子像の表面に施された彩色、
ことに肉身部の彩色が示す「艶」に着目する。木地にしっかりと定着した肉身部の彩色が、彫刻面に生
き生きとした印象を与えていることを指摘し、そのいわば「艶肌」が、彫刻じたいの写実的な立体表現
と緊密な関係をもっていることを鋭く看破する。そして、この仕上げ法の面から運慶彫刻のもつ本質に
迫ろうとしたのが、本論文の着想であり、方法論なのである。 
 鎌倉彫刻の肉身部の仕上げ法については、成田京子「いわゆる〈粉溜彩色〉について」（『仏教芸術』
98、1974年）以来、金泥塗りの技法が注目されてきた。近年の研究においては、この肉身部金泥塗りの
表現は、仏身の「生身」観と関連づけて理解される傾向にある（京都国立博物館編『研究発表と座談会 
仏教美術における身体観と身体表現』、2002年、上野記念財団助成研究会）。さらに、この表現をめぐっ
ては、如来像への採用に積極的であった仏師快慶と消極的であった仏師運慶との間に、相違を指摘する
見解も提示されている（山本勉「仏像の金泥塗りと運慶・快慶」、『美術史論叢 造形と文化』、雄山閣出
版、2000年）。こうした近年の研究動向の中において、本論は、如来より尊格の下がる天部の造像におい
て、運慶が生々しい肉身を積極的に表現しようとしていることを明らかにしている。運慶の仏教彫刻に
おいて、高い尊格の像においてはほとけの「尊厳」を強調し、低い尊格の像においては「生身性」を強
調するという、仕上げ法の使い分けがみられるという指摘はきわめて興味深く、今後の研究に新しい視
座を提供するものと考えられる。 
 遺憾ながら、「復元」の面に関していえば、運慶工房が実際に肉身部の仕上げに用いた材料やその制作
工程を、完全に解明できているとはいえない。その意味では、論文のタイトルに掲げた「彩色が彫刻に
与える影響」は、十全に論証されたとは言えない。 
    
 
 しかしながら、本論文の真価は、その着想と方法論にあると考えられる。運慶の彫刻における「表層」
のもつ意味を、すぐれた直観と試行錯誤の積み重ねによって確信をもてるレベルまで論証したことは、
高く評価するべきであろう。材料や制作工程などに関する残された課題については、申請者の今後一層
の研鑽に期待したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 博士論文「彩色が彫刻に与える影響について」というテーマのもと、高野山金剛峯寺不動堂八大童子
のうち矜羯羅童子像を２体模刻制作した。１体は木地［素地］仕上げ、１体は想定復元彩色仕上げをし
た。この像は、鎌倉時代、運慶の作と考えられていることもあり、技術的にも、造形的にも大変優れて
いる。又、童子という像であるため、人間的な写実性を追求しているものとして、重要な作品である。 
 この像を模刻するにあたり、保存修復研究室でよく行っている、３Ｄ計測は、許可が得られなかった
が、同寺の好意により、長期にわたり目視することができたことで、徹底的に形を追求し、２体とも優
れた造形になっている。又、この研究中に２点の先行研究とは異なる発見を指摘している。１つは、割
首していたこと、もう１つは、釧に皮を使用したことの指摘である。想定復元模刻像の彩色については、
この像が鎌倉時代の彩色を良く残しているとはいえ、丹念な観察で造像当初の彩色が、色鮮やかに蘇っ
たことは想像を超えたものである。特に、申請者が注目した、皮膚の部分と衣服の部分の彩色の質感の
違いを検証するにあたり、多くの腹部のテストピースを数多く制作し研究したこと。頭部３体を制作し、
（白土仕上げ、錆漆仕上げ、彩色仕上げ）彩色が彫刻に与える印象の違いを視覚の上で比較できたこと
は、実際に制作を通じて研究をする保存修復講座ならではのものである。論文の補足説明を充分に果た
している。 
 ２体の模刻制作は、大変優れており、この研究を評価したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 鎌倉時代の仏師集団慶派の棟梁であった運慶は、その彫刻性だけでなく、肉身部と衣部の質感の違い
など彩色技法にも特徴があることで知られるが、その実態は不明のままである。修士研究において金剛
峯寺霊宝館所蔵の矜羯羅童子像の現状模刻をたいへん優れた素地像として仕上げた黒栁奈未子は、博士
課程後期において、その彩色技法の解明を研究テーマに選び、研究室としては大きな期待を寄せていた。
しかし残念ながら、1～２年次において顕著な研究の進展が見られず、３年次になってようやく具体的な
作業を開始するにいたったことが悔やまれる。結果としては、一応の形を纏めることはできたが、全て
の面で準備不足の感は否めず、作品の完成度や論文の到達域も、期待に応える水準ではなかった。 
 また論文において、艶のある肉身部の技法の解明に説得力のある成果を挙げ得なかったことによって、
本研究を高く評価することはできない。しかし、「彩色が彫刻に与える影響」という研究テーマに添って、
さまざまな実験や資料を作成し、多彩で興味ある展示を行ったことは評価に値する。 
 
 
